ダイガク ジョシ サッカー ニオケル ジョシ イッキュウ シンパン ノ シュシン オヨビ ボ-ル ノ イドウ キョリ ト ハンテイ ニカンスル ケンキュウ by 小林 久幸 et al.
大学女子サッカーにおける女子 1級審判の主審
およびボールの移動距離と判定に関する研究
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謡 E
女子サッカーは国際，盟内的にも近年富みに盛んになちつつある c 世界では 1991年第 1@J
女子ワールド杯FIFA女子世界選手権大会(中国・広州)， 1995年第2@J女子ワールド杯FIFA
女子苦界選手権大会〈スウェーデン) 次いで 1996年第 26匝アトランタ五輪では女子サッカ
ーが正式種目となった。アジアでは 1975年に第 l自アジア杯女子選手権大会(香港)が開揺
されて 1995年に第 10回{マレーシア・コタキナパル)，アジア大会では 1990年第 11匝北
京大会で初めて正式種目となり 1994年第 12回広島大会と開催されている。日本国内では，
一般・社会人から少女までの各年齢層ごとに全呂本選手権大会が開催され ー穀・社会人の全
日本選手権は 1980年開始， 1997年 1月には第 18田を数えているc 大学では 1987年開始の
全国大学女子大会が5匝を数え，これが 1992年には全日本大学女子選手権と改称， 1996年
には第 5司となり，同じく高校でも 1985年開始の全国高校女子大会が7匝を数え， 1992年
には全日本高校女子選手権と改称， 1996年には第 5回となったc 中学生では，初めて 1997
年3月に第 1回全日本女子ジュニア・ユース選手権が開始，少女は 1991年開始の全国少女大
会が 1992年に全日本少女大会となり この年 3月， 7月と 2自開催， 1995年には第 5回，
さらに 1996年からは全ヨ本女子ジュニア選手権となっている。
国際女子審判員では， 1991年第8回女子アジア杯{福間)に女子の続審が日本語、ら 2人指
名された人 1991年第 1@J FIFA女子世界選手権大会には国際女子線審が6人指名され人
さらに 1995年第2屈では世界から国際女子主審が8入，国際女子線審が7人指名された3jG
なかでもヨ本の国際女子審判員が初めて国捺隷審として 1人指名されて 決勝トーナメント
の隷審として，三位決定戦の線審を担当した。
国際サッカ一連盟 (FIFA)では，女子試合は女子の審判員の下にと，その育成に努めて 1991
年に各国および地域協会に対して女子審判員の屈答を求め4!，B本サッカー協会の審判委員会
でも女子の 2級および1級昇格テストや体力テストの基準設定等が論じられるようになって
きた5)6)。日本の女子審判員では，関西において 1983年頃から 3殺の登録がみられへ 1993
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年には2殺の女子審判が5人誕生した。 1995年5月には女子1綾審判員資搭が新設され8)，12 
月には初の宿泊研鯵会 (2綾女子8人 3級女子4人〉が開催されが 1996年 11丹には女子
1級のクラスに 2入が誕生した10)11)。これにより女子審判員は全国で3級 214，2級 27，1級
女子2人 (1996年 12月)12)となっている。
従来より，女子サッカーにおける男子主審および女子主審の審判に関する数編の報告13~1が
をしてきたが，今屈は日本の女子審判員のトップクラスである女子 1殺の試合中の主審・ボ、
ールの移動距離および違反の判定などの特性について その一部を報告する。
1 方法
1)調査時期;1995 年 6 月 ~1996 年 12 丹までとした。
2)対象試合及び主審;1996年第 5囲全日本大学女子サッカー選手権大会準決勝・三位決
定戦・決勝戦80分試合女子 1級の 4例 (F1) 0 1995年第 4回全日本大学女子サッカー選
手権大会 1・2回戦 80分試合， 2綾女子の 7例 (2F) 0 1995年第 2匝女子ワールド杯FIFA
女子世界選手権大会準々決勝・決勝90分試合 国際女子の2例 (FIFA.F)の総計 13椀と
したc いずれも女子主審であ号，ボールが対応する同一試合に限るものとした(表 1)。
3)主審の移動車離19)及び、ポールの移動距離20)の記録;①独自に VTRに録酉し，再生した
ものを記録用紙に記述した。②記録用紙は競技場の縮尺 1:524を用いた。 5分単位でトレー
ス 19)21) し，前・後半のロスタイムを区分して記録した。移動距離の算出はキルビメータ 22~24)
を用いたっなお，空中のボールは平面として記録25)した。③左・右領域別区分辻サッカーコ
ートを縦割りし，ハーフラインとで出来る 4区分された領域のうち，主審の左-左の対角糠
の2領域を左領域とした(図針。
4) 判定の記録;従来より用いている独自に考案した観察項目式チェック法26~28) である。
①違反の生起率は 3つの要菌加とし，要医 I違反の判定及び要因互アドバンテージ適用時の
違反の種類とその適・否。要茜E違反の見落とし又は見逃し並びにそのなかでの FKがのぞ
ましいもの及びアドバンテージ適用がのぞましいものの違反の種類。なお これらからの得
点，シュート， FKへの関連性などとした。②暫定の距離は違反地点と主審との詑離で，記号
iまN.5m迄， A. 5~10m， B. 10~20m， C. 20~30m， D. 30m以上であるが，資料と
しては 10m迄・近い距離， 10~20m' 中間1m離 20m以上・遠い距離の 3区分としたo@
判定角度は違反があった時に，ポールを保持していた選手の攻撃方向とそれに対する主審との
角度で，記号は A.斜目前， B.斜目後， c.真後， D.真讃， E.真前の5方向とした。さ
らにその左側，在側及び外右やブラインドとした。なお，右髄とはレフェ 1)ーが左-左の対角
線をとっている場合iニ ボールを保持している選手に対して右側からの判定位量(ラインズマ
ンを背中にしているポジション)のものとした。外右とはレフェリーサイドのタッチライン治
いのボール展開で，レフェリーが右健からみざるを得ない場合のものとした。これらの記録の
持需区分は分単位としたっ④判定・適用の適・否及び見落とし又は見逃しの評定は日本の審判
?
?
H， 
HO， P， STの4謹類，足で主にするもの J，K， Tの3謹類，上体で主にするもの B，Fの2種
間接フワーキックとするもの C，D，4S，OB， OF， UGの6種類，
インストラクターの協力を得たc ③違反の種類別は手で主にするもの，インスベクター，
そのf告として FTとそ類，
の他 POの2種類の計 17謹類とした。
5)分析項目;①大会別に国際主審及びポールの 5分毎の移動車離(表 1，図 1，図 2)0②
ボーjレの移動距離に対する主審の務動距離の比率 (RIB)及び時罵帯別消長(図針。さ主審
及びボールの左・右領域別 5分毎の移動距離(表 2)。③主審及びボールの左・右領域那 5分
毎の平均値による左・右領域別比率の時間帯別消長(図 5) からみた主審とポールの接近度c
密 7)⑤判定詩及びシュー⑤違反の判定の 3要因別生起率および違反の種類別生起牽(函 6，
ト・拝点時における距離と角震，並びに右{龍からの判定〈図 8) などとした。
果車吉
??
女子主審・ボールの移動距離およびボールの移動距離に対する主審の移動距離の比率1 
図 1，女子主審とボールの 5分毎の平均移動距離および1試合当りの平均移動距離を表L
80分と試合持関に相違がみられるために 5分毎の平均値を国2に示したc 大会別iこ90分，
2F F1は550.9訟であり，軸として比較検討したG 女子主審の 5分毎の平均移動距離では，
FIFA さらにF1は，に大であった。(Pく0.001)の502.7mに対して約50m多く，顕著に有意
.Fの573.6mに対して約 20m少なかったが有意差はみられなかった。
のボールの 5分毎の平均移動距離では，最も多いの辻第2回女子ワールド杯 (95WWC) 
の 1158.9m で約 200mの差が1360.4 mであり，次いで第5呂全日本大学女子 (96JUW) 
96JUW の 1015.2訟であり，みられた。最も少ないのは第4回全E本大学女子 (95JUW) 
これら 3者聞にはいずれのさらに 95WWCとは約 340mの差がみられた。とは約 140m，
間にも顕著に有意差 (pく0.001)がみられた G
2F F1は47.5%であり，では，ボールの移動車離に対する主審の移動距離の比率(豆沼〉
この両者は FIFA.F の 42.2% とは 5~7弘の差がみられの49.5%とほぼ類関していた。
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ールの移動距離に対する主審の移動距離の
比率を 5分毎の時間帯にその消長を国 3
に示した。上国のボールの移動距離
(Ball)では， 1試合を通しての推移は上
位から }I]棄に 95WWC の 1100~1600 m， 
次いで 96JUW の 1000~1300訟，さら
に 95JUW ので 900~1100 m などの関で
あり大会毎に水準の相違がみられた。中留
の主審の移動距離 (Ref.)で辻， FHま550
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であり， FIFA. Fのcvは13.62であった。下図のボールに対する主審の移動距離の比率
(弐IB) では，前半は 3 者ともに 43~50% の間でほぼ類同しながら推移した。後半では F1
および2Fはともに前半同様に 509らを中心に推移したが， FIFA. Fは40%を中心に推移
し，先の 2者よりも低かった。
2 主審とボールの左・右領域別移動距離の比率および主審のボールに対する接近度の清長
サッカーピッチの左領域および右領域の区分は既に方法でも述べたが，主審の採閉する左-
左の対角線の場合は図4に示した通りである。主審とボールの 5分毎の平均移動車離におけ
る左・右領域別移動距離の比率を表2に示した。比率は左・右領域合わせて 100%とし，有
意差は t検定である。ボールの左・右領域別5分毎の平均移動距離では，左領域が約520~710
L 
Fig. 4 Division between left and right area in pitch 
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Fig.5 
いずれのm であり，右領域は約 500~650m であった。 ボールの左・右領域別の比率では，
大会もほぼ半々の 48~52% であった。
主審の左・右領域別5分毎の平均移動車離では，左領域が306~333m であり，右領域は 196
~241m であったc 左領域は右領域に対して約 90~110m と多く いずれの主審の級関区分
ともに左領域が顕著に有意 (pく0.001)に大であった。主審の左・右領域別の比率では， 2F 
は左61%対右39%であったが，今呂の F1は少しく隷桔が異なり左 57%対右 43ヲらであ
FIFA. Fの左58%対右42%とも誌ぼ類同した。 これら F1および、 FIFA.Fの右領域
F1の240は 2F の右領域に対して 3~4% の大であったO この右領域を少しく詳細にみると，
m は2Fの200mに対して顕著に有意 (pく0.001)に大であり，
り，
FIFA. Fの右領域240m
と誌類同して特徴的であったO
これら主審・ボールの左ー右領域那移動距離の比率による主審のボールに対する接近度の消
長を国 5に示した。上留の F1および下図の FIFA.Fでは，主審はボールに密着しつつ接近
し，左領域を基本に中央またはやや右寄りの様相であった。中露の 2Fではボールの推移に
対してやや関合いを保ちながら左領域を保持している様相であったc
違反の判定の 3要因別生起率および違反の種類別生起率
女子主審の違反の判定の 3要屋別生起率を国6に示した。要因 I違反の判定では F1辻
2Fの73.8%および FIFA.Fの78.8%に比して最も多かった。要因豆アド
3 
81.5号らであり，
バンテージ適用では F1 は 6.5% であり，他の 2 者の 7.1~8.3% と誌ぼ同じであった。要国
? ?
E見落とし又は見逃しでは F1は 12.0%
2F の 17.9%および FIFA.F 
の 14.1%によとして最も少なかった。 な
であり，n: 108 
n: 145 
• Fl 
囚 2F
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これら要因 I違反の判定，要因Eアドバ
Factor II 
Infringement 
overlook and 
oversight 
Factor I 
Advantage 
application 
Factor 1 
Infringement 
judgment 
。
ンテージ通用および要因E見落とし又は見
逃しのすべてを含む違反の謹類別生起率を
図7に示した。大学女子試合の F1およ
留の左から手で主にする Pび2Fでは，
Occurrence percentage of three factors 
in female referee infringement judg-
ment 
notes) ( ); Refers to the judgment that advan-
tage application would be better. 
Fig.6 
足で主にする Tの 17.2の 15.9~25.0% ，
f本で主にする B の 10.2~11.7 ~ 19.4%， 
さらにその他間接 FK の OF の 16.6~25.0% などが上{立 5 つの
8T， J， 48お手重類であった。逆に H，HO，K，C，D，OBおよび POなどでは生起率が少なく，
よびUGなどは生起しなかった。違反の種類別の教関・大会別問では，
%および F の 7.4 ~9.0% ，
(F 1・2F>FIFA P 
などi土F1および2Fの大学女子試
(FIFA' F>F 1・2F，P
. F， Pくな001)および OF(F l>FIFA . F， P<0.05) 
合が有意に多く，逆に T (FIFA. F>F 1・2F，Pく0.05)および F
く0.01)などは FIFA.Fの女子世界選手権大会が有意に多く特徴的であった。なお， FTで、
は2Fの 13.8%は F1の1.9%および FIFA.Fの2.4%に対して顕著に宥意 (pく0.001)
に多いことが注巨された。
違反の判定時およびシュート・得点持の距離・角度，右測からの判定の生起率
違反の判定時およびシュート・得点時の発生地点・プレーヤーと主審との距離・角度さらに
4 
要因 Eアドバン志飽からの判定の生起率を図 8に示した。図 8の上留は要因 I違反の判定，
OB 
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下図は要医Nシュート時および要テージおよび、要因E見落とし又は克逃し時のすべてを含み，
国V得点時の生起率を示した。
上図の判定時および下図のシュート・得点時では，箆離は 10m迄の近い距離が最も多く，
F1 および 2F の 57.3~63.0F1 および 2F は 57~63% であった。判定時の近い距離では，
に小であった。 10~20m の中P<0.05) %は FIFA.Fの77.6%に対して有意 (pく0.001，
FIFA. F の 21.2~23.6% に対して有F1 および 2F は 3 1.9~37.6% であり，関距離では，
F1 および 2F は 40.4 ~58.3% で意 (P<0.05)に大であった。角度では斜E後が最も多く，
F1および、 F2は18.8FIFA. F の 64.7~66.3% に対してやや少なかった。真横では，あり，
FIFA. Fの 10.1~18.8% よりもやや多かった。
F1の外右24.1九および右20.4%が飽の 2Fおよび
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~22.8免であり，
暫定時における右{関からの判定では，
FIFA. F の 3.5~8.3% に対して明らかに宥意 (pく 0.01) に大であることが特徴的であっ
?こ G
IV 考察
A 女子主審の移動距離および、ボールの移動距離
女子主審の 5分毎の平均移動距離では，従来の報告には 91年第 1回 FIFA女子世界選手権
大会の 488m15)および今回比較の 95WWCの国際女子主審の 573.6m17)などがある c これら
からも F1の 550.9m は冨際女子主審に近い植が得られたと考えられよう c なお女子試合の
男子主審では，国際試合の国際主審は 565.6m17)，自本女子ワーグの 1級は 515.2ml6i，さら
にの全国大学女子の 1級は 504.3m抵の報告があり，これらからも F1は男子主審とほぼ同
じであると言えよう。
ボールの 5分毎の平均移動産離で辻， 95WWCの 1360.4m は男子冨際試合の 1418.1m17) 
には及ばないが，社会人・一般男子の 1338.1~ 1357.6 m16)29)30) ，大学男子の 1335.3~ 
1403.6 mI6)30)31)とほぼ同じであった。今回の 96兵JWの 1158.9m は，全毘大学女子の
1036.5 m16)よりも多かった (pく0.001)が，司本女子ワーグの 1205.3m16)よりも少なく，男
子とでは中学校男子の 1250.1m30Jよりも低いものと考えられよう。これらから，RIBでは F
1 の 47.5% は冨際男子主審の 46~47%32) ， 1毅男子上位者の 46%31)および、全国大学女子の 1
級男子の 48.7%16)などと類同し， FIFA. Fの42.2%，女子国際試合の国際男子主審の 42.7
%17)および日本女子リーグの 1級男子の 42.7%16)などよりも多いことがうかがえ，さらに F
1は町Bの5分毎の時間帯別泊長でも 1試合を通して恒常的に変動も少なくよく走っている
ものと考えられよう。
ボールの左・右領域別5分毎の平均移動距離の比率では，いずれの大会もほ記半々の48~52
%であり，これらの左対右の比率は従来の報告16)29~32) と一致した。
女子主審の左・左領域別 5分華の平均移動距離では，左領域306~333m>右領域 196~241
m (pく0.001)であ句，これは主審が左-左の対角線式審判法3)を採用していることから，
左領域が右領域よりも大であることは当然のことと言えよう。女子主審の左・右領域別 5分
毎の平均移動距離の比率では， 2Fの左61%対右39%は男子 1・2級の左61~65% 対右 35
~39%16)29~31) などと類同すると考えられるが，今回の F1 の左 57% 対者 43% は国際男子主
審の左 54~60% 対右 40~46%16)29)32)と類同して 2Fおよび男子 1・2級よりもやや右寄り
の傾向を示すものと考えられよう。さらに F1の左・右議域別移動距離で辻，左領域の 313
m は2Fの左306mとはほぼ同じであるが，むしろそれ以上に右領域では F1の 240mは2
Fの200m~こ対して顕著に存意 (pく 0.001) に大であり，この右領域での移動距離の多いこ
とが注自されよう。このことは主審のボールに対する接近度の渚長からも F1は左領域での
移動を保持しながち，さらに右領域での移動をより多く確保してボールに対して接近しようと
することからやや中央よりである様相がうかがえよう。
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B 違反の判定の3要1!1)JU生起率および違反の種類別生起率
女子主審の違反の判定の 3 要因別生起率では，要菌 I 違反の判定は 73.8~81.5九，要因 E
アドバンテージ適用では 6.5~8.3% であ切，要因 E見落とし又は見逃しでは 12.0~17.9% で
あった。従来の報告によると男子主審の要国立アドバンテージ適用は国際主審 24~25%17) ，
Z級 12.8%34)であ句，女子主審ではアドバンテージ遥用の少ないことが特徴的であろう。な
お，要因E晃落とし又は見逃しのなかでアドバンテージ適用がのぞましいと思われるものは F
1の3.7%，2Fの3.4弘，さらに FIFA.Fの3.5%であり，これらをそれぞれの要因耳アド
バンテージ適用に仮に加えたとしたら 10.2~11.7誌となり，ほほ 1 綾男子のアドバンテージ
適用と同じ領向になるものと考えられよう。
女子主審について，これら 3要菌別の時開苦別判定の嶺向性を国Sよりみると， F 1は立上
がり帯の 0~10 分に違反の判定およびアドバンテージ適用の基準を明確に示しているのに対
して， 2Fおよび FIFA.F はやや日和見的で中謂帯の 10~30 分にずれ込んでいた。今自の
F1は，国際男子17)および1殺男子主審27)などの傾向と一致している様相がうかがえ注目され
よう。
違反の種類別生起率では，従来の女子試合の報告14)によると生起率の多い順に P23.4%， 
OF 19.6弘， K 12.4%， T 9.9%， F 9.7%であり，ほほ今回の結果も同じ預向を示しているも
のと言えようむなお， FTも従来の報告では 8.1%出であり， F2の大学女子 13.8%が多く，
逆に F1の1.9%が少なく両者ともに特徴的と考えられよう。
違反の判定時およびシュート・得点時の距離・角度，右側からの判定の生起率では，今国の
F1 は判定距離では近い毘離は 62.3~63.0% と 60弘台であり，中間距離は 31.9~33.3% と
約 113 であった。さらに角度では最も多いのは斜日後の 52.3~58.3% と 60% 弱であり，真横
が 18.8~22.2% と約 1/5 であり，これらは従来の報告の男子 1 級14)34)35) ともほぼ一致してい
ると言えよう。なお， F1の判定時の右健からの判定の 20ι%はFIFA.Fの3.59ら，国際男
子主審の 10ι~13.3%以，ヨ本国際男子主審の 8.3%32) ， 1級男子の 4.0%35)などと比して多
いことは注号されよう。このことは先述の左・右領域別移動距離および主審のボールに対する
左・右領域開接近度の消長などとも符合し，今後の指導の観点の 1っともなると考えられよ
S泊rt Middle time Last tir抱
time 。--10 10--30min. 30--45min. 
Fl 。ロ • 
2F • 0 ロ
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Fig. 9 Tendency of female re島reejudgment of in白色gementin terms of time 
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IV 要約およびまとめ
1995・96年に開催された第4回全日本大学女子サッカー選手権大会 (2級女子)，第 5回同
大会(女子 1扱)および、第2回女子ワールド杯 FIFA世界女子サッカー選手権大会(国際女
子主審)における女子主審およびボールの動きを独自に収録した VTRからトレース法を思
い，さらに女子主審の判定を従来より使用している独自に考案した観察項目式チェック法を用
いて， 1996年 11丹に初めて昇諮認定された女子 1級審判員の持性を検討したc 結果は以下
の通りである。
@女子 1殺の 5分毎の平均移動産離は 550.9m であり，国捺女子主審の 573.6m よりも
少なく， 2穀女子の 502.7m (pく0.001) よりも多いc
② ボールの 5分毎の平均移動距離は，第 2@J女子ワールド杯 1360.4m>第5回全巨大女
1158.9 m>第4田全自大女 1015.2m (Pく0.001)であるつ
③ ボールの移動距離に対する主審の務動車離の比率は， 2級女子の 49.5%，女子 1級の
47.5%および国際女子主審の 42.2%である。
④ 主審の左・右領域別移動距離の比率では，女子 1級は左 56.8%対右43.2%であり，国
緊女子主審の左58.0弘対右42.0%とほぼ類詞する。
⑤ 女子主審とボールの動きの接近度では，女子 1殺および国際女子主審はボールとの接
近度が高い様相を示している c
⑤ 女子 1殺の違反の判定の 3要因別生超率では，違反の判定81.5%，アドバンテージ適
用 6.5%，見落とし又は晃逃し 12.0%であり，アドバンテージ適用は 1試合当り 2回弱
である c
① 判定距離では， 10m迄の近い距離が最も多く，女子 1穀辻判定時 63.0%，シュート・
得点時62.3%である。
審 判定角震では，斜日後が最も多く，判定時およびシュート・得点時ともに女子 1級は
52.3~58.3% と 50% 台である c 真横では女子 1 級は 18.8~22.2% であるむ
⑤ 右側からの判定で辻，暫定時において女子 1級は 20.4%と多い (P<O.OOl)。
⑮ 時間帯加判定の績向性では，女子 1級は違反の判定および、アドバンテージ適用の基準
の明示が試合開始後 5~10 分の立ち上り者にある c
本研究の一部は平成9年度帝塚山学園特知研究費補助金により行われた。
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